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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 3,202 19.2 158 △35.9 151 △37.1 72 △54.0

2021年３月期 2,687 24.0 247 10.2 240 18.1 157 10.2

（注）包括利益 2022年３月期 72百万円 （△54.0％） 2021年３月期 157百万円 （10.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 51.64 50.55 6.6 4.6 4.9

2021年３月期 116.50 110.43 16.7 9.8 9.2

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 3,279 1,144 34.9 811.24

2021年３月期 3,318 1,058 31.9 761.05

（参考）自己資本 2022年３月期 1,144百万円 2021年３月期 1,058百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 80 △474 △154 1,361

2021年３月期 207 △495 1,267 1,910

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年３月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
3,335 4.1 △64 － △77 － △62 － △44.81

～3,535 ～10.4 ～83 ～△47.3 ～70 ～△53.3 ～34 ～△52.1 ～24.75

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(注)2023年３月期の連結業績予想については、レンジ形式により開示しております。なお、業績予想に関する事項は、添付資料４ページ「１．経

　　営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 1,415,800株 2021年３月期 1,391,100株
②  期末自己株式数 2022年３月期 4,790株 2021年３月期 51株
③  期中平均株式数 2022年３月期 1,401,960株 2021年３月期 1,349,596株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 1,759 9.9 36 △71.4 29 △74.6 5 △92.2

2021年３月期 1,601 7.0 126 △30.8 117 △27.1 71 △35.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 4.01 3.92

2021年３月期 53.30 50.52

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 2,798 978 35.0 693.47

2021年３月期 2,903 959 33.0 689.60

（参考）自己資本 2022年３月期 978百万円 2021年３月期 959百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は添付資料11ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

い。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞
当事業年度は、接骨院ソリューション事業の成長により増収となりましたが、今後の成長に向けた人件費や広告費、減

価償却費等の先行投資費用が増加したことから営業利益及び経常利益が前事業年度を下回りました。また、特別損失とし
て和解費用31,230千円を計上したことから当期純利益も前事業年度を下回る結果となりました。

以上の理由から前事業年度と当事業年度の実績値に差異が生じております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明内容の入手方法）

　決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔで同日開示した後に当社ウェブサイトに掲載する予定です。また、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から決算説明会の開催を中止いたしますが、代表取締役社長による決算説明の動画を当社
ウェブサイトにて配信する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国の経済状況は、一時は沈静化したとみられた新型コロナウイルス感染症がオミク

ロン株の発生により再拡大したことにより、依然として経済活動の制約を受ける状況が継続しています。ワクチン

接種率の増加とともに感染リスクを低減させつつ、社会経済活動が継続されている状況ではありますが、ロシアに

よるウクライナ侵攻に対する各国政府の経済制裁の実行による影響等も懸念され、先行きが不透明な状況が続いて

おります。

　当社グループが主要市場とする接骨院業界におきましては、接骨院数の増加に伴う他院との差別化、柔道整復療

養費の減少に伴う経営の悪化、新規出店に伴う資金及び人員（有資格者）の確保、人員の増加に伴う教育制度の構

築、接骨院オーナーの老後資金の確保等、様々な経営課題が発生しております。

　このような状況の中、当社グループの接骨院ソリューション事業では、接骨院に対して経営・運営における様々

な問題（売上の減少、資金難、経営戦略不全、教育制度の未整備等）に対するソリューションの提供を行ってまい

りました。新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言下では対面での営業活動は自粛し、オンライン営業

やWebセミナーを開催すること等で、新規・既存顧客への対応を行ってまいりました。また、血行促進による疲労

回復・筋肉の疲れやこりの緩和等の使用効果が期待できるヘルスケアブランド「Dr.Supporter」の販売を2021年６

月より開始し、多くの方々に使用効果を体感していただくためのサンプリングや商品認知度を高めるための広告施

策及び営業人員の積極採用のほか、主要ソフトウェア「レセONE」の機能追加による減価償却費を計上したこと等

で売上原価、販売費及び一般管理費がそれぞれ増加しました。

　金融サービス事業でも緊急事態宣言下では営業活動は制限されましたが、オンライン営業や電話対応により、顧

客への丁寧な対応を行ってまいりました。

　その結果、当連結会計年度の経営成績は売上高3,202,949千円（前年同期比19.2％増）、営業利益158,501千円

（前年同期比35.9％減）、経常利益151,218千円（前年同期比37.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は和

解費用31,230千円を特別損失に計上したこと等により、72,405千円（前年同期比54.0％減）となりました。

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

＜接骨院ソリューション事業＞

ソフトウェアでは、接骨院向け患者情報管理システム「Ligoo POS & CRM」とレセプト計算システム「レセONE」

の機能を併せ持った「レセONEプラス」を積極的に販売しましたが、大型案件の受注があった前年に比べて減収と

なり、売上高は381,211千円（前年同期比24.0％減）となりました。

機材・消耗品では、接骨院での自費施術メニューの拡大をサポートする為のツールである機材や消耗品及び当社

のコンサルティングノウハウを集約した接骨院向けの運営教材等の販売を行いました。また、2021年６月より

「Dr.Supporter」を販売した結果、売上高は1,104,494千円（前年同期比49.0％増）となりました。

教育研修コンサルティングでは、接骨院における新規利用者のWeb集客を目的としたWebコンサルティング及び各

顧客の需要に合わせた継続型のコンサルティングを行いました。また、接骨院の幹部または幹部候補者等向けの研

修プログラム「GRAND SLAM」や経営者向けの「経営実践塾」等を展開したこと等により、売上高は581,193千円

（前年同期比73.0％増）となりました。

請求代行では、接骨院等における事務負担の軽減を目的とした療養費請求代行サービスを展開した結果、売上高

は258,844千円（前年同期比11.6％増）となりました。

以上の結果、売上高2,325,744千円（前年同期比28.4％増）、営業利益134,148千円（前年同期比31.9％減）とな

りました。

＜金融サービス事業＞

保険代理店では、オンライン営業にて募集行為を行ったほか、接骨院ソリューション事業において構築された接

骨院ネットワーク及び提携先からの紹介先に対し、生命保険及び損害保険の販売を行った結果、売上高は395,357

千円（前年同期比4.2％増）となりました。

IFA（金融商品仲介業）では、株式や投資信託等の金融商品を用いて、長期的で安定的な資産形成や資産運用を

目的にサービスを展開しております。オンライン営業や電話対応により、顧客への丁寧な対応を行ったことで、口

座数と預かり資産が増加しました。一方で、世界的な金融の引き締め等の影響で金融マーケットが軟調に推移し、

販売手数料が減少したこと等により、売上高は463,497千円（前年同期比6.6％減）となりました。

その他では、一般事業会社等の財務コンサルティングを受託したことにより、売上高は18,350千円（前年同期の

売上高は1,200千円）となりました。

以上の結果、売上高877,205千円（前年同期比0.0％増）、営業利益24,352千円（前年同期比51.6％減）となりま

した。
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（２）当期の財政状態の概況

①資産

　当連結会計年度末の資産合計は3,279,717千円となり、前連結会計年度末と比べ38,857千円の減少となりまし

た。

　流動資産は2,128,585千円となり、前連結会計年度末と比べ288,856千円の減少となりました。これは主に、商品

が114,365千円、リース債権及びリース投資資産が151,006千円増加したものの、現金及び預金が544,578千円減少

したことによるものであります。

　固定資産は1,151,132千円となり、前連結会計年度末と比べ249,999千円の増加となりました。これは主に、本勘

定振替によりソフトウエア仮勘定が372,417千円減少したものの、ソフトウエアが480,981千円、のれんが145,234

千円増加したことによるものであります。

②負債

　当連結会計年度末における負債合計は2,135,044千円となり、前連結会計年度末と比べ124,868千円の減少となり

ました。

　流動負債は1,045,742千円となり、前連結会計年度末と比べ32,353千円の増加となりました。これは主に、未払

金が37,738千円、未払法人税等が37,863千円減少したものの、預り金が107,391千円増加したことによるものであ

ります。

　固定負債は1,089,302千円となり、前連結会計年度末と比べ157,222千円の減少となりました。これは主に、長期

借入金が159,876千円減少したことによるものであります。

③純資産

　当連結会計年度末における純資産は1,144,672千円となり、前連結会計年度末と比べ86,011千円の増加となりま

した。これは主に、新株予約権の行使による払込み等により資本金及び資本剰余金をそれぞれ12,246千円増加した

こと及び親会社株主に帰属する当期純利益を計上したことにより、利益剰余金が72,405千円増加したことによるも

のであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は1,361,973千円となり、前連結

会計年度と比べ548,679千円の減少となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれら

の要因は次のとおりであります。

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

　営業活動の結果、得られた資金は80,065千円（前連結会計年度は207,191千円の収入）となりました。これは主

に、リース債権及びリース投資資産の増加額151,006千円、棚卸資産の増加額138,776千円があったものの、税金等

調整前当期純利益118,863千円、減価償却費192,272千円、預り金の増加額107,021千円等によるものであります。

[投資活動によるキャッシュ・フロー]

　投資活動の結果、使用した資金は474,611千円（前連結会計年度は495,687千円の支出）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出39,911千円、無形固定資産の取得による支出255,740千円、連結の範囲の変更

を伴う子会社株式の取得による支出171,245千円等によるものであります。

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

　財務活動の結果、使用した資金は154,133千円（前連結会計年度は1,267,461千円の収入）となりました。これ

は、長期借入れによる収入280,000千円、新株の発行による収入21,462千円があったものの、長期借入金の返済に

よる支出444,709千円、自己株式の取得による支出10,887千円によるものであります。
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（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進んでいる反面、新たな変異株の出

現等により、未だ終息時期は見通せない状況が続いており、当社では2023年３月期中もこの影響が続くものと仮定

して、業績予想を算出しております。具体的には、2022年５月９日付「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載

の通り、世界的な半導体の供給不足により、主要機材の仕入計画に一部遅れが生じており、現時点では入荷の見通

しが不透明な状況となっております。

　以上の不確定要素が存在することから、当社グループの2023年３月期の通期業績予想はレンジ形式を採用し、上

限は通常時の売上高、下限は通常時より主要機材が約70％減少の可能性があると想定し、売上高3,335百万円から

3,535百万円、営業利益△64百万円から83百万円、経常利益△77百万円から70百万円、親会社株主に帰属する当期

純利益△62百万円から34百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成し

ております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当連結会計年度
（2022年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,926,154 1,381,575

売掛金 327,045 296,253

商品 76,302 190,667

貯蔵品 － 25,835

リース債権及びリース投資資産 － 151,006

その他 88,094 83,732

貸倒引当金 △154 △487

流動資産合計 2,417,441 2,128,585

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 77,505 88,722

減価償却累計額 △22,824 △27,632

建物附属設備（純額） 54,680 61,089

車両運搬具 14,472 18,161

減価償却累計額 △12,791 △16,359

車両運搬具（純額） 1,681 1,802

工具、器具及び備品 66,417 93,438

減価償却累計額 △34,975 △47,219

工具、器具及び備品（純額） 31,441 46,219

建設仮勘定 15,827 8,145

有形固定資産合計 103,630 117,257

無形固定資産

ソフトウエア 151,949 632,931

ソフトウエア仮勘定 504,358 131,940

顧客関連資産 25,333 17,733

のれん 36,342 181,577

その他 291 603

無形固定資産合計 718,273 964,786

投資その他の資産

繰延税金資産 16,797 19,191

その他 65,742 52,791

貸倒引当金 △3,311 △2,894

投資その他の資産合計 79,228 69,089

固定資産合計 901,132 1,151,132

資産合計 3,318,574 3,279,717

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当連結会計年度
（2022年３月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 40,838 27,607

１年内返済予定の長期借入金 441,376 436,543

未払金 174,801 137,062

未払費用 66,198 72,505

未払法人税等 58,788 20,925

未払消費税等 21,850 42,687

前受金 8,882 9,517

預り金 168,183 275,575

賞与引当金 32,414 16,576

その他 54 6,742

流動負債合計 1,013,388 1,045,742

固定負債

長期借入金 1,229,522 1,069,646

資産除去債務 16,487 18,656

繰延税金負債 515 999

固定負債合計 1,246,524 1,089,302

負債合計 2,259,913 2,135,044

純資産の部

株主資本

資本金 464,150 476,397

資本剰余金 383,118 395,364

利益剰余金 211,616 284,022

自己株式 △224 △11,111

株主資本合計 1,058,661 1,144,672

純資産合計 1,058,661 1,144,672

負債純資産合計 3,318,574 3,279,717
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 2,687,593 3,202,949

売上原価 1,245,660 1,568,237

売上総利益 1,441,932 1,634,711

販売費及び一般管理費 1,194,808 1,476,210

営業利益 247,124 158,501

営業外収益

受取利息 43 13

受取賃貸料 737 737

助成金収入 1,281 4,174

受取保険料 625 －

その他 420 35

営業外収益合計 3,108 4,960

営業外費用

支払利息 9,807 10,065

株式報酬費用消滅損 － 2,031

その他 － 146

営業外費用合計 9,807 12,243

経常利益 240,425 151,218

特別損失

和解費用 － 31,230

固定資産除却損 3,741 1,125

特別損失合計 3,741 32,355

税金等調整前当期純利益 236,684 118,863

法人税、住民税及び事業税 66,804 46,967

法人税等調整額 12,641 △509

法人税等合計 79,446 46,457

当期純利益 157,237 72,405

親会社株主に帰属する当期純利益 157,237 72,405

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 157,237 72,405

包括利益 157,237 72,405

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 157,237 72,405

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 424,371 343,338 54,378 － 822,088 822,088

当期変動額

新株の発行 39,779 39,779 79,558 79,558

親会社株主に帰属する当期純利益 157,237 157,237 157,237

自己株式の取得 △224 △224 △224

当期変動額合計 39,779 39,779 157,237 △224 236,572 236,572

当期末残高 464,150 383,118 211,616 △224 1,058,661 1,058,661

（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 464,150 383,118 211,616 △224 1,058,661 1,058,661

当期変動額

新株の発行 12,246 12,246 24,492 24,492

親会社株主に帰属する当期純利益 72,405 72,405 72,405

自己株式の取得 △10,887 △10,887 △10,887

当期変動額合計 12,246 12,246 72,405 △10,887 86,011 86,011

当期末残高 476,397 395,364 284,022 △11,111 1,144,672 1,144,672

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 236,684 118,863

減価償却費 80,475 192,272

のれん償却額 5,940 8,695

貸倒引当金の増減額（△は減少） △940 △480

賞与引当金の増減額（△は減少） 23,072 △19,701

受取利息及び受取配当金 △43 △14

支払利息 9,807 10,065

固定資産除却損 3,741 1,125

売上債権の増減額（△は増加） △208,111 45,826

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加）
－ △151,006

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,731 △138,776

仕入債務の増減額（△は減少） 32,521 △13,306

前払費用の増減額（△は増加） △13,927 △9,289

未払金の増減額（△は減少） 78,441 △48,751

未払費用の増減額（△は減少） 9,876 6,150

前受金の増減額（△は減少） △33,307 839

預り金の増減額（△は減少） 35,093 107,021

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,122 19,737

その他 7,864 49,960

小計 257,800 179,230

利息及び配当金の受取額 42 13

利息の支払額 △10,404 △9,972

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △40,246 △89,206

営業活動によるキャッシュ・フロー 207,191 80,065

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,060 △5,520

有形固定資産の取得による支出 △29,438 △39,911

無形固定資産の取得による支出 △464,112 △255,740

敷金及び保証金の差入による支出 △3,272 △4,004

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
5,984 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △171,245

その他 211 1,809

投資活動によるキャッシュ・フロー △495,687 △474,611

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,628,000 280,000

長期借入金の返済による支出 △372,535 △444,709

株式の発行による収入 12,220 21,462

自己株式の取得による支出 △224 △10,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,267,461 △154,133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 978,965 △548,679

現金及び現金同等物の期首残高 931,687 1,910,653

現金及び現金同等物の期末残高 1,910,653 1,361,973

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識基準の適用に伴う当連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。ただし、当連結会計年度の期首の純資産に反映されるべき累積的影響額はないため、当連結会

計年度の利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-３項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報は記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありま

せん。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表　　
計上額
(注)２

接骨院ソリュー
ション事業

金融サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,810,452 877,140 2,687,593 － 2,687,593

セグメント間の内部

売上高又は振替高
208 － 208 △208 －

計 1,810,661 877,140 2,687,802 △208 2,687,593

セグメント利益 196,859 50,265 247,124 － 247,124

セグメント資産 3,046,812 271,761 3,318,574 － 3,318,574

その他の項目

減価償却費 78,704 1,770 80,475 － 80,475

のれんの償却額 5,940 － 5,940 － 5,940

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額

(注)３

490,009 6,040 496,050 － 496,050

（セグメント情報）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループの事業は、各社が取り扱っている主な製品・サービス別のセグメントから構成されており、「接骨

院ソリューション事業」及び「金融サービス事業」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

（注）１．調整額はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、新規連結に伴う増加額及びのれんの計上額は含んでおりませ

ん。
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（単位：千円）

報告セグメント 連結財務諸表　　
計上額
(注)２

接骨院ソリュー
ション事業

金融サービス
事業

計

売上高

ソフトウェア 378,129 － 378,129 378,129

機材・消耗品 956,575 － 956,575 956,575

教育研修

コンサルティング
581,193 － 581,193 581,193

請求代行 258,844 － 258,844 258,844

保険代理店 － 395,357 395,357 395,357

IFA

（金融商品仲介業）
－ 463,497 463,497 463,497

その他 － 18,350 18,350 18,350

顧客との契約から生じ

る収益
2,174,743 877,205 3,051,948 3,051,948

その他の収益

（注）１
151,000 － 151,000 151,000

外部顧客への売上高 2,325,744 877,205 3,202,949 3,202,949

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 2,325,744 877,205 3,202,949 3,202,949

セグメント利益 134,148 24,352 158,501 158,501

セグメント資産 3,065,783 213,933 3,279,717 3,279,717

その他の項目

減価償却費 190,256 2,016 192,272 192,272

のれんの償却額 8,695 － 8,695 8,695

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額

(注)３

302,637 5,616 308,254 308,254

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）１．その他の収益は、ソフトウェア売上、機材・消耗品売上のリース取引によるものです。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、新規連結に伴う増加額及びのれんの計上額は含んでおりませ

ん。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 761.05円 811.24円

１株当たり当期純利益 116.50円 51.64円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 110.43円 50.55円

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 157,237 72,405

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 157,237 72,405

普通株式の期中平均株式数（株） 1,349,596 1,401,960

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 74,192 30,263

（うち新株予約権（株）） （74,192） （30,263）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期純

利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
－ －

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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